
私の彼氏は
わたし かれ し

油揚げが好き
あぶら あ す

《多読の読み方》

多読とは、とてもやさしい本から楽しくたくさん読んで日本

語を身につけていく方法です。

次の4つのルールを守って楽しく読みましょう。

1. やさしいレベルから読む

2. 辞書を引かないで読む

3. わからないところは、とばして読む

4. 進まなくなったら、他の本を読む

《How to do Tadoku》
Tadoku recommends that everyone should start with very 

easy books and enjoy a lot of them following the 'Four Golden 
Rules' below. 

1. Start from scratch.
2. Don’t use a dictionary.
3. Skip over difficult words, phrases and passages.
4. When the going gets tough, quit the book and

pick up another.
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　あるところに、小さい町がありました。
ちい まち

この町には、昔から、狐が出てくる
まち むかし きつね で

不思議な話がたくさんあります。 
ふ し ぎ はなし

　その町に、ニノさんが引っ越して来
まち に の ひ こ き

ました。

─1─

　この町の有名な食べ物は「きつねそば」
まち ゆうめい た もの

です。ニノさんの家の近くにも、おそば 
に の いえ ちか

屋さんがあります。
や

きつねそばは、どうして
「きつね」なんですか。

きつねそばには、油揚げが入っ
あぶら あ はい

ていますよね。油揚げは、昔か
あぶら あ むかし

ら、狐の好きな食べ物だと言わ
きつね す た もの い

れています。だから「きつね 
そば」と言うんです。

い

─2─



　ニノさんは、この町で友だちがほし
に の まち とも

かったので、マッチングアプリを始め
ま っ ち ん ぐ あ ぷ り はじ

ました。そして、ツネキくんと仲良くな
つ ね き なか よ

りました。

夏祭りに行かない？
なつまつ い

行きたい！
い

─3─

　町の夏祭りで、ニノさんはツネキくん
まち なつまつ に の つ ね き

と会いました。 
あ

──かっこいい！── 
ニノさんは、うれしくなりました。
に の

─4─



　2人で「金魚すくい」をしました。
ふたり きんぎょ

─5─

　それから、きつねそばを食べました。
た

　ツネキくんは、油揚げをおいしそうに
つ ね き あぶら あ

食べました。ツネキくんは油揚げが大好
た つ ね き あぶら あ だい す

きなんだと、ニノさんは思いました。
に の おも

─6─



　それから「射的」をしました。ニノさ
しゃてき に の

んは狐のおもちゃがほしいと思いまし
きつね おも

た。 

─7─

　バーン！
ば ー ん

　ニノさんは鉄砲でおもちゃを撃ちまし
に の てっぽう う

た。 
　ツネキくんは、びっくりして、狐に

つ ね き きつね

なってしまいました。ツネキくんは、
つ ね き

本当は狐だったのです。
ほんとう きつね

─8─



　すぐに、ツネキくんは山の方へ逃げて
つ ね き やま ほう に

行きました。
い

ツネキくん…。
つ ね き

─9─

　ニノさんは電話をしましたが、ツネキ
に の でん わ つ ね き

くんは電話に出ません。でも、ニノさん
でん わ で に の

はツネキくんを忘れることができませ
つ ね き わす

ん。 
──会いたいな──

あ

─10─



　ニノさんは考えました。
に の かんが

──そうだ！ツネキくんは油揚げが 
つ ね き あぶら あ

好きなんだ── 
す

　すぐにニノさんは、おそば屋さんで 
に の や

油揚げをもらいました。
あぶら あ

─11─

　ニノさんは油揚げを持って、山に行き
に の あぶら あ も やま い

ました。

─12─



　ニノさんは油揚げを置いて、ツネキ 
に の あぶら あ お つ ね き

くんを待ちました。 
ま

　すると、ツネキくんが来ました。
つ ね き き

─13─

「ツネキくん！」
つ ね き

「あ、ニノさん！」 
に の

　ツネキくんはびっくりして逃げました。
つ ね き に

　ニノさんはツネキくんの尻尾をつかま 
に の つ ね き し っ ぽ

えました。

なんで逃げるの？
に ぼく、狐だから…。 

きつね

狐の彼氏は嫌で 
きつね かれ し いや

しょう？

狐でもいいの。 
きつね

私はツネキくんが好きなの!!
わたし つ ね き す

─14─



本当？　じゃあ、今度は山で 
ほんとう こん ど やま

デートしようよ。
で ー と

─15─

　2人はもっと仲良くなりました。
ふたり なか よ

─16─
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